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Ⅰ 主題設定の理由 

令和４年の文部科学省の調査によると，小中学

校の通常の学級に在籍する児童生徒の中で「学習

面又は行動面で著しい困難を示す」割合は 8.8％，

「学習面で著しい困難を示す」割合は 6．5％，「行

動面で著しい困難を示す」割合は 4.7％，「学習

面と行動面ともに著しい困難を示す」割合は

2.3％という結果が示された。そこからは，以前に

も増して特別支援教育やユニバーサルデザインの

視点を取り入れた指導･支援が必要とされる状況

が考えられた。 

特別支援教育は，一人一人の教育的ニーズを把

握し，その持てる力を高め，生活や学習上の困難

を改善又は克服するため，適切な指導及び必要な

支援を行うものである。これまでの取組により特

別支援教育への理解と対応が進むとともに，多様

な教育的ニーズのある児童生徒等が増加している

ことや，特別支援教育を受ける児童生徒等が増加

していること，また，国における近年の特別支援

教育に関する動向等を踏まえ，一人一人の教育的

ニーズに最も的確に応える指導を提供できるよう，

連続性のある多様な学びの場の一層の整備・充実

を推進する必要がある。 

中でも自立活動は，各教科等において育まれる

資質・能力を支える役割を担い，心身の調和的発

達の基盤を培うものであり，通常の学級や高等学

校においても系統的な指導を行う必要がある。現

行の学習指導要領・自立活動編の改訂時の審議会

等において，「心身の健康のためには，自分の状態

を把握し，周囲へ SOSを出せることが必要である」

ということから，その内容に「１ 健康の保持 （４）

障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること」

が新たに加えられた。これは，全ての子供にとっ

て必要なことであり，全ての子供に提供できるよ

う取り組む必要があると考えられる。 

 そこで本研究では，学校現場における課題やニ

ーズを把握し，それに応じた「自立活動の指導ガ

イドブック」及び「指導パッケージ」の作成に取

り組むこととした。それにより，全ての教師が自

立活動の視点をもって児童生徒等の指導に当たる

ための一助となること，そして，全ての児童生徒

等が系統的な学びを積み重ねていくための一助と

なることを目指し，本研究主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の目的 

 多様な教育的ニーズのある児童生徒の自立活動

の指導に当たって活用できるガイドブックを作成

し，実践場面における効果的な個別の指導計画の

作成や，教員間での有効な連携につなげることに

より，自立活動の指導の充実を図る。 

 また，小中高等学校及び特別支援学校における

ガイドブックの活用について検証し，ガイドブッ

クの改善を図るとともに，高等学校における自立

活動の在り方について，指導パッケージの作成を

通して探ることにより，児童生徒のニーズや発達

段階に応じた系統的な学びの充実につなげる。 

 

Ⅲ 研究の内容と方法 

本研究は令和５年度から６年度までの２年計画

で進め，２年間で次の３点に取り組むこととする。 

① 「自立活動の指導ガイドブック（改訂版）」の

作成 

② 「高校生への自立活動の指導パッケージ」の

作成 

③ ガイドブック及び指導パッケージの発信 

 

１年次には，山梨県総合教育センター相談支援

センター（以下，「本センター」という。）が平



成 26 年３月に発行した「自立活動の指導ガイド

ブック」をもとに，特別支援教育を受けている児

童生徒だけでなく，通常の学級に在籍する多様な

教育的ニーズのある児童生徒も含めて活用できる

よう，内容の改善を図る。その際，県内の教職員

を対象とした特別支援教育に関するニーズ調査を

行い，学校現場のニーズを踏まえた改善となるよ

うにする。また，高校生の自立活動に関する文献

調査を行い，それを踏まえて，「自立活動の指導」

を必要としている高校生に対し，本センターにお

ける教育相談並びに自立活動の指導を行う。その

際，生徒の在籍する高等学校と連携して指導支援

を行うようにする。その実践を積み重ねながら高

等学校における自立活動の指導の在り方について

探るとともに，「高校生への自立活動の指導パッ

ケージ」として活用しやすい形を探っていく。そ

して２年次には，ガイドブックと指導パッケージ

を併せて，県内の各学校に向けて発信できるよう

にする。 

 

１ 令和５年度（１年次）の研究 

・平成 23～25 年度に取り組んだ研究の成果物で

ある「自立活動の指導ガイドブック」を，現行

の学習指導要領に基づいて整理し，通常の学級

に在籍する発達障害を含めた障害のある児童生

徒や，特別な教育的支援を必要とする児童生徒

も含めて活用できる内容にする。 

・県内の全教職員を対象に，特別支援教育に関す

るアンケート調査を実施する。その結果をもと

に特別支援教育に関する現在の取組状況や課題

意識等について分析し，学校現場のニーズを把

握する。 

・アンケート調査の結果から考えられる学校現場

のニーズを踏まえ，ガイドブックの改善を行う。 

・令和１～４年度に取り組んだ研究の成果物であ

る，特別な教育的支援を必要とする児童生徒の

困難さを捉えるための「児童・生徒理解のため

のシート」（以下，「チェックシート」という。）

をもとに，自立活動の６区分 27 項目の視点か

ら実態を捉え直すためのシートを作成する。 

・高校生を対象とした自立活動の指導についての

文献調査を行う。 

・文献調査を踏まえ，本センターにおける高校生

の教育相談や自立活動の指導を行う。 

・文献調査と指導実践をもとに「高校生への自立

活動の指導パッケージ」について検討する。 

 

２ 令和６年度（２年次）の研究 

・自立活動の指導や「自立活動の指導ガイドブッ

ク」に関する教員への聞き取り調査等をもとに，

指導上の悩みやニーズを把握し，ガイドブック

の一層の改善を図る。 

・高校生への自立活動の指導において，本人の実

態やニーズの把握，指導計画の作成，指導案や

教材等の作成，指導の評価，改善といった PDCA

サイクルを積み重ねる。 

・文献調査と蓄積した実践事例をもとに，「高校

生への自立活動の指導パッケージ」を作成する。 

・「自立活動の指導ガイドブック」と「高校生へ

の自立活動の指導パッケージ」を併せてデジタ

ルガイドブックとして活用できるようにし，県

内の各学校への周知を図る。 

 

Ⅳ 研究の実際 

１ 「自立活動の指導ガイドブック（改訂版）」の

作成に向けて 

（１） ガイドブックの内容整理 

  本センター発行（平成26年3月）の「自立活動

の指導ガイドブック」について，まずは現行の

学習指導要領に基づいて内容の整理を行った。

その際，通常の学級に在籍する児童生徒も含め

て活用できる内容にし，全ての先生方にとって

見やすく分かりやすいものとなるよう，図表を

含めながら，端的に，各学校種を想定して記載

した。また，これまでの研究でまとめた「チェ

ックシート」や「教材等の工夫」といった知見

を活用できるよう，本ガイドブックに取り入れ

ることとした。 

 

（２） ガイドブックの改善に向けたニーズ把握 

ア アンケート調査の作成と実施 

 ガイドブックの改善に向けた学校現場の

ニーズ把握のため，県内の全校種・全教職員

を対象にアンケート調査を行った。本アンケ

ート調査は，山梨県教育委員会で進めている

「インクルーシブ教育システム推進」に関す

る研修に関わって，研修動画視聴後に回答を

依頼したものである。 

調査内容については，山梨県教育委員会・



特別支援教育・児童生徒支援課指導主事とと

もに検討を行った。その際，本センターにお

ける学校訪問や教育相談の中で得られた現

場の先生方の実情を踏まえ，質問項目や選択

肢の検討を行うようにした。 

調査内容としては，所属校種や役職，特別

支援教育に関する経験といった，回答者自身

に関することに加えて，特別支援教育に関す

る現在の取組状況や，取組の必要性を感じて

いることなどについて，選択による回答と自

由記述による回答を求めた。 

 調査結果については，「回答者自身に関す

る内容」「特別支援教育に関する内容」「『共生

社会の担い手』を育む教育に関する内容」の

３つに分けて検討したが，今回は特に「特別

支援教育に関する内容」に焦点をあてて分析

することとした。 

 

イ 校種別の取組状況の分析 

 まず，特別支援教育に関する質問項目のう

ち，「先生方の勤務校で現在取り組んでいる

こと（図１）」と「先生方自身がこれまでに

取り組んでいること（図２）」についての回

答結果をもとに，現在の取組状況についての

分析を行った。 

 

図１ 勤務校で現在取り組んでいること 

 
図２ 先生方自身がこれまでに取り組んでいること 

 回答結果を校種別に見ていくと，小中学校

では，支援を必要としている児童生徒への個

別の対応に取り組んでいる率が高いことが

うかがえる。また，高等学校では，個別の教

育支援計画や個別の指導計画の作成率が，他

校種に比べると低いことがうかがえる。そし

て，すべての校種において，校内委員会を含

め，教職員間での情報共有の取組率は高いと

考えられる。なお，ここに挙げた項目以外の

取組としては，「保護者や外部機関との連携」

や「特別支援教育に関する研修の実施」が多

く挙げられた（自由記述より）。 

   

ウ 校種別の課題意識の分析 

   次に，「先生方が取組の必要性を感じている

こと（図３）」についての回答結果をもとに，

特別支援教育に関する課題意識についての

分析を行った。 

 

図３ 取組の必要性を感じていること 

   

   回答結果を校種別に見ていくと，小中学校

及び特別支援学校では，「特別な教育的ニー

ズのある児童生徒の困り感についての，周囲

の児童生徒への理解啓発」が特に必要である

と考えられていることがうかがえた。また，

高等学校では，「ユニバーサルデザインを意

識した授業づくり」や「個別の教育支援計画

の作成」等，個に応じた指導支援の必要性を

挙げる人が増えてきており，先生方の意識の

変化がうかがえた。そして，教職員全体では，

「ユニバーサルデザインを意識した授業づ

くり」と「特別な教育的ニーズのある児童生

徒の困り感への理解啓発」の必要性を挙げる

人が多かった。なお，ここに挙げた項目以外

で「必要性が高い」と考えられているものと

しては，「保護者や地域への理解啓発」「教職



員の意識改革」「教職員数の増数」「学級編制

人数の減数」等が挙げられた（自由記述より）。 

 

エ 各学校のニーズの分析 

（自立活動の視点から） 

 前述の特別支援教育に関する取組状況や

課題意識についての分析をもとに，自立活動

の視点で学校現場のニーズを考えたとき，一

つは「児童生徒のことについて情報共有する

ためのツール」があるとよいこと，もう一つ

は「普段の授業づくりに生かせる取組の具体

例」があるとよいことが考えられた。そこで，

自立活動の指導ガイドブックには，「児童生

徒理解や実態把握のためのチェックシート」

「個別の教育支援計画や指導計画の作成に

関する資料」「通常の学級でも取り入れられ

る，自立活動の視点を生かした実践事例」の

３つを新たに加えることとした。 

 

（３） ガイドブックの充実に向けた検討 

ア 自立活動の視点で児童生徒の実態を 

捉え直すためのシートの作成 

ガイドブックに追加する「児童生徒理解や

実態把握のためのチェックシート」について，

自立活動の指導開始に向けた活用を考え，内

容の検討を行った。 

このチェックシートは，本センターの令和

１～４年度の研究において，児童生徒の困難

さをより客観的に把握するために作成し，活

用してきたものである。「小学校用（図４・

図５－①・図６）」と「中学校・高等学校用

（図４・図５－②・図６）」の２種類があり，

どちらも全部で３枚のシートで構成されて

いる。１枚目は児童生徒の基本情報について

記述するシートとなっており，生育歴や関係

機関，本人・保護者の思い，現在の校内支援

状況のほか，「本人の得意とすること・がん

ばっていること」などについても記述するこ

とにより，児童生徒への理解を一層深められ

るようにしている。２枚目は学習面に関する

項目について４段階でチェックするシート，

３枚目は行動面に関する項目について４段

階または３段階でチェックするシートとな

っている。児童生徒との関わりの深い複数の

教職員等が意見・情報交換しながらチェック

していくことにより，学習面は，「聞く」「話

す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」

の６領域について，行動面は，「不注意」「多

動性・衝動性」「対人関係やこだわり等」の３

領域について，児童生徒の困難さの程度を数

値化して捉えられるようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 児童生徒の基本情報の記述シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図５－① 小学校用・学習面のチェックシート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－② 中学校･高等学校用・学習面のチェックシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 行動面のチェックシート 

このチェックシートを，自立活動における

「個別の指導計画」の作成段階で活用するこ

とを想定し，改良を図ることとした。そして，

チェックシートで捉えた「困難さ」の大きな

項目や領域から，自立活動の６区分27項目に

照らして中心となる課題を捉えられるよう，

新たに「自立活動」のシートを加えることと

した（図７）。 

 
図７ 自立活動のチェックシート 

 

前述の「学習面」と「行動面」の各項目に

ついて，自立活動の項目との関連を検討し，

結びつけるようにした。その際，項目相互の

関連も検討しながら自動で得点化されるよ

うにした。そうすることにより，「学習面」や

「行動面」の項目の評価点が，自立活動の各

項目や各区分の評価点に反映され，自立活動

の指導における中心課題を捉えやすくなる

と考えられる。 

 

イ 自立活動の指導計画の作成時における 

チェックシートの活用 

昨年度までの研究からは，児童生徒の実態

把握においては，聞き取りや行動観察に加え

てチェックシートも活用することにより，困

難さの背景にある要因を考えやすくなり，子

供の特性やニーズに応じた指導支援方法を

検討しやすくなることが分かった。そこで，

自立活動の指導においても，有効な指導支援

の方針を立てるためのツールの一つとして，

区分 項目 評価点 領域計

（１）生活のリズムや生活習慣の形成に関すること

（２）病気の状態の理解と生活管理に関すること

（３）身体各部の状態の理解と養護に関すること

（４）障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること

（５）健康状態の維持・改善に関すること

（１）情緒の安定に関すること

（２）状況の理解と変化への対応に関すること

（３）障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること

（１）他者とのかかわりの基礎に関すること

（２）他者の意図や感情の理解に関すること

（３）自己の理解と行動の調整に関すること

（４）集団への参加の基礎に関すること

（１）保有する感覚の活用に関すること

（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること

（３）感覚の補助及び代行手段の活用に関すること

（４）感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関すること

（５）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること

（１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること

（２）姿勢保持と運動･動作の補助的手段の活用に関すること

（３）日常生活に必要な基本動作に関すること

（４）身体の移動能力に関すること

（５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること

（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること

（２）言語の受容と表出に関すること

（３）言語の形成と活用に関すること

（４）コミュニケーション手段の選択と活用に関すること

（５）状況に応じたコミュニケーションに関すること
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本チェックシートを活用していきたいと考

える。自立活動のチェックシートから捉えた

児童生徒の中心課題をもとに，指導目標の設

定や目標達成に必要な指導項目の選定，指導

内容の設定へとつなげていきたい。 

 

２ 「高校生への自立活動の指導パッケージ」の

作成に向けて 

（１）「高等学校における自立活動の指導」に 

関する文献調査 

山梨県では，県立高等学校２校において通級

による指導が行われており，それぞれの生徒の

実態やニーズに応じて自立活動の指導が行われ

ている。また，本センターにおいても，面接に

よる教育相談の一形態として，自立活動の指導

を必要としている高校生に対し，在籍高等学校

と連携しながらその指導を行っている。その際，

限られた時間の中でより効果的な指導を行える

よう，「高校生の自立活動の指導」に関する専

門性を高めていくことは必要不可欠である。ま

た，生徒の指導にあたる担当者だけでなく，全

ての教職員がその意義や目的，基本的な考え方

について共通理解をし，在籍学級や在籍学校に

おける指導支援との連続性を考えておくことも

必要である。 

そこで，まずは文献調査をもとに，高校生の

指導における対応手順や留意事項について整理

することにした。その内容について以下に記す。 

 

ア 実態把握について 

実態把握の段階では，生徒が学習，行動，

生活上の様々な側面に困難を有している可

能性があることに留意する必要がある。その

ため，生徒の状況について多面的に情報収集

していくことが求められる。 

最初の段階では，生徒一人一人の困難の状

況をより簡便に，素早く捉えていくために，

チェックリストや情報共有のためのフォー

マット等があると効果的である。そして，よ

り詳細に教育的ニーズを検討していく段階

では，生徒の指導に関係の深い複数の教職員

が連携し，多様な視点で実態把握を行う機会

を積極的に設けていくことも大切である。 

また，子供の自己認識等の発達過程に照ら

してみると，高等学校では生徒本人の意向等

がより一層尊重される必要がある。そのため，

実態把握においては，保護者や教師のニーズ

以上に生徒自身のニーズがどこにあるのか

を見極めることが必要であり，保護者や教師

から見た生徒の「苦手なこと」や「できてい

ないこと」ではなく，生徒自身が感じている

「必要性」を見極めることが大切である。そ

して，本人，保護者，教員のニーズや意向，

専門家の意見等，様々な立場からの情報を収

集し，より妥当な判断を検討していくことが

望まれる。 

 

イ 指導すべき課題の整理について 

   収集した情報を自立活動の６区分に即して

整理したのち，指導開始時点において，優先

度や緊急度の高いものを中心に課題相互の

関連を整理し，中心的課題と指導支援の方向

性を導き出すようにする。その際，通常の学

級における指導とのつながりを考えながら，

通級による指導に期待できることを想定し

ておくことも重要である。また，支援の方向

性としては，本人のもてる力を高める視点か

らも検討することが大切である。 

 

ウ 指導目標の設定について 

個々の実態や教育的ニーズに応じて，個別

に指導目標を設定するが，その際，生育の過

程で現在の状態に至った原因や背景を明ら

かにし，これまでの学習状況を振り返ったり，

将来の可能性を見通したりしながら設定す

ることが大切である。学年等の長期目標とと

もに，当面の短期目標を明確に設定すること

が必要だが，その指導目標自体は最終的なゴ

ールではなく，ゴールと今をつなぐ道筋とな

っていくもの，生徒自身がゴールへ向かうた

めの道しるべとなるものであることを念頭

に置き，単に「苦手なことをできるようにす

る」といったことだけに留めないことが大切

である。 

 

エ 指導項目の選定について 

自立活動の内容６区分 27 項目の中から，

個々の指導目標を達成するために必要な項

目を選定する。 

 



オ 指導内容の設定について 

選定した項目を相互に関連付け，具体的な

指導内容を設定するが，その際，生徒のニー

ズに合わせて，本人と合意形成を図りながら

設定していくことが大切である。また，高等

学校における教育の実態と，高校生という発

達段階を踏まえた指導内容の検討が重要に

なる。自立活動の指導が，通常の学級におけ

る各教科等の指導と連続性を保ちながら充

実していくことが求められる。 

具体的な内容としては，小中学校と同様に，

「自分に合う学習方法の習得」等の学習に関

すること，「対人関係やコミュニケーション

能力の向上」等の社会的スキルの獲得に関す

ること，適応上の課題場面における問題解決

能力に関することなど，学習面や生活面に関

する内容を取り扱う。そのほか，卒業後の就

職や進学といった「進路選択」も高校生にと

っては大きなウエイトを占めることから，

「社会への接続」，卒業を見据えた「個別の

キャリア教育」といった卒業後の適応に関す

ることなども大きな柱になると考えられる。

また，「困ったときに相談できる力」や「SOS

を発信する力」も自立と社会参加のためには

身に付けさせたい力であると言える。 

 

（２）総合教育センター相談支援センターに 

おける高校生への自立活動の指導実践 

文献調査をもとに，本センターの「高校生こ

ころのサポートルーム」における教育相談並び

に自立活動の指導を行った。 

申込から自立活動の指導開始までの間には，

電話による聞き取り，インテーク面接，必要に

応じて心理検査等の実施を通して，これまでの

経過や本人のニーズ，保護者の願いなどについ

て情報収集を行った。それらを整理・検討して

指導目標を立てたが，その決定においては，本

人の合意を得るようにした。その後，配慮事項

や具体的な指導内容・方法については，チーフ

SC 等の専門家からスーパーバイズを受けなが

ら検討し，実施計画を作成した。指導開始後は，

毎回，取組の様子等を記録し，評価，改善を図

りながら進めるようにした。 

今後は，この実践のＰＤＣＡサイクルをより

円滑に，繰り返し行い，より良い高校生へのサ

ポートにつなげたい。 

 

（３）「高校生への自立活動の指導パッケージ」

作成に向けた検討 

ここまでの文献調査や高校生への自立活動の

指導実践をもとに，「指導パッケージ」の原案

について検討を進めてきている（図８）。 

 

 

図８ 高校生の自立活動の指導内容 

 

全部で 37の指導内容を取り上げ，それを自立

活動の６区分に分類・整理して示すようにした。

それにより，本人の困難さが大きいと考えられ

る区分をもとに，指導内容を選定しやすくなる

のではないかと考える。また，指導内容を６区

分に分類してはいるものの，あくまでも中心と

なる区分がそれだということであり，他の区分

との関連もあることから，指導内容ごとに関連

があると考えられる他の自立活動の区分も示す

ようにした。それにより，本人の教育的ニーズ

に応じた指導内容について，他の区分との関連

も考え併せながら選定しやすくなるのではない

かと考える。 

今後は，指導内容ごとに，簡単な指導案や使

用するワークシートなどを作成・蓄積し，「高

校生への自立活動の指導パッケージ」としてま

とめていく。 

 

区分 主な内容と目的 関連する自立活動の区分

・具体的な行動目標を立てる ２．３．４．５．６

・自分の特徴を知る（障害理解、自己理解の促進） ２．３．４．５．６

・ストレスと上手に付き合う（心理的安定） ２．３

・予防や病理に関する知識の獲得 ２．４

・リラックスをする ５

・アンガーマネジメント １．３

・不安のコントロール １．３．４．５

・うまくいかない行動を分析する（機能分析） ３．４．６

・人との適切な距離感（社会技能訓練） ２．６

・約束を守るためのコツ（自己調節の促進） ２．４．６

・ピア・サポート ２．６

・相手への気遣い ２．６

・自分の得意、不得意を知る（自分の感覚についての把握） １．２．３．６

・スケージュール管理の仕方を知る １．２．３．６

・認知特性に応じた学習方法の習得

・知識や情報の補充

・認知機能強化トレーニング

・ビジョントレーニング（視知覚機能の向上） ４

・手指の巧緻性の向上

・不器用さに対しての自分らしい動きを知る １．４

・発達性強調運動障害とは １．４

・日常生活技能にかかわる動きの獲得 １．４

・他者を理解する １．２．３．４

・上手に自己主張ができるようにする １．２．３．４

・相談できる人、場所を見つける １．２．３．４

・会話のマナー １．２．３．４

・アサーション １．２．３．４
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Ⅴ 研究の成果と今後の課題 

今回の研究では，自立活動の指導について，ア

ンケート調査による先生方のニーズ把握や，高校

生の指導に関する文献調査及び指導実践等を行い，

それを自立活動の指導ガイドブックとしてまとめ

るよう取り組んできた。その成果としては以下の

２点があげられる。 

・全教職員を対象としたアンケート調査をもとに

学校現場のニーズをつかむことにより，学校の

ニーズに応じた内容をガイドブックに取り入

れ，改善を図ることができた。 

・これまでの研究成果や自立活動の指導実践につ

いて，「系統的な指導」という観点から再検討

し，より活用しやすい形にするよう考えること

ができた。 

また，今後の課題としては以下の２点があげら

れる。 

・「ガイドブックが，児童生徒の実態把握や自立活

動の授業づくりに役立つものとなっているか」

といった視点で調査を実施し，現在の状況を確

認するとともに，自立活動の指導において現場

の先生方が感じている課題点や指導上の悩み

について把握し，より先生方のニーズに合った

ガイドブックにするよう，内容について一層吟

味していく必要がある。 

・自立活動の実践事例や指導パッケージといった

授業づくりの参考となる資料を追加し，ガイド

ブックをより活用しやすいものとすることで，

全ての先生方が「自立活動」の視点をもって指

導・支援を行うことができるようにし，全ての

児童生徒が，小学校から高等学校まで系統的に

必要な学びを積み重ねていくことができるよ

うにする。 

これらの取組を経て，令和６年度には，自立活

動の指導ガイドブックを総合教育センターのホ

ームページや研修会，教育相談等を通して周知し，

山梨県内の学校現場で活用されるようにしてい

きたい。そして，子供たち一人一人のニーズに応

じた指導支援の一層の充実を図っていきたいと

考える。 

 

 終わりに，本研究の推進にあたり，山梨大学の

吉井勘人教授，清水徳生客員教授には御指導・御

助言をいただきました。心より感謝申し上げます。 
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